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機械翻訳を用いた異文化コラボレーション 
 
翻訳機を介した円滑な相互理解を実現するためには，翻訳精度の向上と共に，

翻訳機を介したコミュニケーションの性質に合わせた支援が重要である．本研

究では, 大学(日本), 上海交通大学(中国), ソウル国立大学(韓国)などに所属する
教員および学生(学部学生および大学院生)の参加を得て, 相互理解の構築に重
要な参照(reference)に注目し, 相互理解の構築に重要な参照語の生成過程を, 
機械翻訳を用いた場合と用いない場合で比較した. 2 名の異言語ユーザが共通
言語 (英語) を用いて参照内容を同定するプロセスと翻訳機を用いて母国語で
同定するプロセスを比較する実験を実施した. 実験では異言語ユーザがペアと
なり チャットシステムを介して同じ抽象図形のマッチングを繰り返した. 実験
より得た対話ログを分析し先行研究から導出した仮説を検証したところ，翻訳

機を介した対話に以下の特徴があることがわかった．1) 参照語による同定が難
しい. 一方が呈示した参照語を他方が受理するという最短のプロセスで同定で
きるケースが少なかった．2) 互いに質問をしたり確認することは少ない. 抽象
図形の様々 な特徴を次々に呈示することで伝えようとしていた. 3) 意味を保持
したフレーズの省略(simplification) が少ない. 相互理解が構築された表現を再
び伝える 場合は, 短縮せずにそのまま伝えるか, もしくは特徴的な情報のみ伝
えていた(narrowing). この結果から機械翻訳の非対称性, 非一貫性, 非遷移性
が参照語 の生成を困難にしていることを明らかにした. この成果は, コラボレ
ーション関係のトップカンファレンス International Conference on Computer 
SupportedCooperative Work (CSCW)に, わが国からただ 1件採択された. 
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